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本稿は、教科書の装丁デザインが出来るまでの作成過程を述べたものである。具体的には、『ICT
活用で学ぶアカデミック・スキル -大学生に求められる論理力-』の装丁デザインが出来るまでの
作成過程を項目別に分け、それぞれで筆者は何をしていたか、また、何を考えていたかを述べる。
これにより、受託からデータを入稿するまでの一連の過程を示すだけではなく、創作の楽しさを
伝えることができれば幸いである。 
 
1. はじめに 
筆者は、一般社団法人富山大学出版会（以下、
委託側と表記。）から、教科書『ICT活用で学ぶア
カデミック・スキル -大学生に求められる論理力
-』（以下、『ICT』と表記。）の装丁デザイン作成業
務を委託され、受託した。本稿では、この教科書
の装丁デザインが出来上がるまでの作成過程を述
べる。 
 
2. 作成日数 
作成期間は、2019年1月10日から2019年2月
28日である。作成過程としては、おおまかに言え
ば、装画を作成するまでの前半期間、そして、採
用された装画を使い装丁デザインを作成するまで
の後半期間に分けられる。 
 
3. 使用したアプリケーション 
 今回の作成で使用したアプリケーションは、ア
ドビシステムズ株式会社が販売する Adobe 
IllustratorとAdobe Photoshop（以下、それぞれ
illustratorとPhotoshopと表記。）である。 
 
4. 装画の作成 
4.1. ラフスケッチを描く 
思いつくままにラフスケッチを描いた（図 1）。
モニタ上にペンタブレット等を使って描いたので
はなく、紙上にボールペンを使って描いた。ボー
ルペンは常備していた。思いついた時に、メモ用
紙やレシートの裏などにすぐに描きたかったから
である。 
 
図1 ラフスケッチ 
 
ラフスケッチを描いているときは、頭の中に様
ざまな静止画が浮かんでは消える。浮かんだ静止
画が装画に相応しいか否かを判断する時間は無い。
したがって、浮かんだ静止画の輪郭をなぞるよう
ボールペンを素早く動かした。描き終わるや否や
別の静止画が浮かぶため、ラフスケッチを数十セ
ンチ移動させ（視界の外へ移動させ）、別の紙に、
その静止画を描く。このような作業を繰り返すと、
ラフスケッチは約100枚蓄積した。 
蓄積したラフスケッチから使えそうなものをい
くつかピックアップして、デジタル版の試作に移
る予定だった。しかし、使えそうなものは見当た
らず、約100枚のラフスケッチはすべて没とした。
なぜ没なのか。言葉での明確な表現はできないが、
何か納得しきれない感じがあるという状態である。  
 
4.2. 周囲のモノを観察する 
 装画の作成を開始した後、自ずと周囲のモノを
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観察するようになった。例えば、書籍の装丁、即
席ラーメン・菓子・飲料といった商品のパッケー
ジ、あちこちに貼られているポスター、無料配布
されている冊子の表紙、ゲームソフトのパッケー
ジ、インターネット上のバナー、ゴミ箱に捨てら
れている（おそらく菓子折りの）包装紙、電車内
の広告など、身の回りにあるモノである。観察し
ているうちに、「どうしてこの色なのだろう。」「ど
うして背景の輪郭がぼやけているのだろう。」など
と、いくつも問いが生じる。そして、「ターゲット
となる消費者の年齢層が 20代～30代だから、こ
の色なのだろう。」「夢のような印象を消費者に与
えるために、背景の輪郭がぼやけているのだろう。」
「具体性をなるべく排しているのだろう。」などと
勝手に理屈をつける。このなかには、「なるほど。
その手があったか。」と思う理屈がある。そして、
いくつかの理屈を組み合わせて何かできるのでは
ないかと考える。 
このような理屈の正否は、気にしない。他者が
作成したモノを観察し、他者の頭の中を想像する
ことで発想を得ることが目的だからである。 
 
4.3. 写真を撮る 
 illustrator・Photoshop を使用して加工すれば装
画として使えるのではないかと思い、スマートフォ
ン（Android）を使用して手あたり次第に写真を撮
影した。例として、写真を3つ示す（図2～図4）。
被写体は、すべて筆者の自宅にあるものである。 
図2 
 
  
廊下・スリッパ・コーヒー が入ったマグカップ・
廊下に誤ってこぼしたコー ヒーである。上方から見
るとマグカップが検索バー に見えたため、撮ってみ
た。 
図3 
 
トイレの壁である。土壁で表面が荒く、凸凹を加
工の際に活かしてみたかったため、撮ってみた。 
図4 
 
図2と同じ廊下である。加工後を見たいという興
味を持って撮った。 
これらをillustrator・Photoshopを使って加工す
ると、次の図5～図7ようになる。（モノクロで示す。） 
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これらに、illustratorで描いたイラスト（図8）を1
つ加えて委託側に提出した。 
図8 
 
後日、委託側から、前節で示した4つの装画のう
ち図7と図8が採用されたことを知らされた。 
 
5. 表紙・背表紙・裏表紙の作成 
5.1. フォーマット 
まず、表紙・背表紙・裏表紙が連続するフォー
マットを用意した。縦横の値は、『ICT』の前身で
ある『大学生のICT活用標準テキスト』シリーズ
の版型（B5）に基づく。背表紙の横の長さは総ペ
ージ数によって変わるが、10（mm）と指定した。 
 
 
したがって、表紙・背表紙・裏表紙が連続する
フォーマットの縦横の長さは257×374（mm）とな
った（図9）。 
図9 
 
5.2. 採用する装画を決める 
 次に、試しにフォーマット上に図4と図5を配
置した（図10）。 
図7 図5 図6 
図10 
 
- 51 -
ここでわかったことは、図 7はイラストで図 6
は写真から用意した装画であるため不自然に感じ
ることである。（例えるなら、可愛く表現された「く
ま」が登場するアニメーションに、実際の「熊」
が登場するような不自然さである。）言い換えれば、
統一感がない。したがって、比較して一方のみを
配置することにした。 
 まず、表紙に図7のみを配置し、どのような感
じになるのかを確かめた（図11）。 
図11 
 
そして、図10の表紙と図11の表紙を比較した。
比較しているとき、筆者は何を考えていたのか。
おおよそ、次のようなことである。 
①図11の表紙は、ロゴマークを拡大して余白を埋
めているような印象を読者（学生）に与えるので
はないか。言い換えれば、作成者が手間を省いて
いると思われはしないだろうか。 
②「ICT」という語からPCという物が連想される
のは、当然・自然だろう。つまり、誰でも連想し
得る。したがって、『ICT』の表紙としては妥当だ
ろう。しかし、無難であり、つまらない。作成者
である筆者は、そう思う。読者（学生）も、そう
思うだろう。 
③読者（学生）が手元に置いておきたくなるよう
な装丁を作成したい。「格好良い。」「何か良い感じ
だ。」などと思ってもらえるような装丁を作成した
い。大きく言えば、思わず開いて読みたくなるよ
うな、学習意欲を高めるような装丁を作成したい。
図9で示した装画ならば、これを遂げられるかも
しれない。 
④毎年、装丁デザインを変えるわけではない。第
2版からは、前身の教科書と同じく、色調の変更、
一部を切除するといった若干のアレンジを行うこ
とで対応するらしい。要するに、版の違いは、主
に色調の変更で見分けるということである。した
がって、どのような色調にも合う、汎用性の高い
装画を採用するべきだろう。 
 このように考え、図10の表紙の装画を採用した。
ただし、この装画では、全体的に暗いと感じる。
明るくしたい。具体的には、白色の直方体が前方
（Z 軸方向）へ伸長しているような、全体的にぼ
んやりしている明るい装画にしたい。 
 
5.3. 装画をブラッシュアップ 
Photoshop を使い色調補正を行った。例えば、
色調補正の1つ「シャドウ・ハイライト」によっ
て明るい部分（ハイライト）と暗い部分（シャド
ウ）を調整した。この他、「トーンカーブ」によっ
て色調調整した。そうすると、筆者の頭の中にあ
る装画の完成形に近づくが、全体的にぼんやりし
ない。筆者の技術の未熟さゆえである。そこで、
レイヤーを追加し、不透明の白色の長方形で装画
全体を覆ってみた。その結果、「白色の直方体が前
方（Z 軸方向）へ伸長しているような、全体的に
ぼんやりしている装画」にすることが出来た（図
12）[1]。 
図12 
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5.4. レイアウト 
 装画を採用した後はいくつか試作し、全体（表
紙・背表紙・裏表紙）のレイアウトを模索した。
装画の配置、テキストの配置等を変え、どのよう
に見えるかを確かめる。このような作業を繰り返
すと、徐々に完成形が想像できるようになった。
そして、最終的には、20個の案から１個の案を選
んだ（図13）。 
図 13 
 
 これなら、装画とタイトルが共に目立つだろう。
そう期待した。また、表紙の下方が書籍の帯のよ
うに見えることを期待した。 
 
5.5. フォントの種類 
 フォントの種類の候補をいくつか挙げ、それを
レイアウトに当てはめ、様子を見る。そして、教
科書に相応しくないと思えば候補から外す。例え
ば、試しにフォントの種類を「HG 丸ゴシック 
M-PRO」に指定する。そして、教科書には相応しく
ないと思えば候補から外す。この作業を繰り返す
と、徐々にフォントの種類が絞られてきた。最終
的には、「小塚明朝 Pr6N」を指定した。 
 
5.6. 配色 Ⅰ 
 図7の装画を使うことに決めたときから、基調
色を決めていた。それは、白色である。 
 図7は、規則正しく並んだ直方体がZ軸方向へ
伸長しているように見える装画である。これを白
色の長方形（半透明）で覆うことで、「白色の直方
体が前方（Z 軸方向）へ伸長しているような、全
体的にぼんやりしている装画」の印象を強めよう
と考えた。 
 このような考えにもとづき、基調色として白色
を使って作成を進めた。そして、次の3つの案を
作成した（図14～図16）。 
図14 
図15 
図16 
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この3つの案に加えて、この3つの案が却下さ
れた場合を考慮して、別の色（JIS安全色 JIS安
全色（JIS Z 9103：2018）の赤）を塗った案を 1
つ用意し、計4つの案を提出した（図17）。 
図17 
 
 後日、委託側から、「他の案にも色を塗り、塗っ
た色を CMYK の成分それぞれに分解したものがほ
しい。」という趣旨の指示を受けた。 
 
5.7. 配色 Ⅱ 
5.7.1 配色セット 
配色は、「『カラーユニバーサルデザイン推奨配
色セット ガイドブック』第 2版、2018年、カラ
ーユニバーサルデザイン推奨配色セット作成委員
会」（以下、「ガイドライン」と表記。）に準拠する
ことにした[2]。「カラーユニバーサルデザイン推奨
配色セット」とは、「色覚の多様性に配慮し、色で
情報を伝えるための実用的なカラーパレット」で
ある[3]。 
 
5.7.2 配色 
 ガイドラインにおけるアクセントカラーを試し
に着色し、どのような感じになるのかを確かめた。  
アクセントカラーは、9色である。具体的には、
赤・黄色・緑・青・空色・ピンク・オレンジ・紫・
茶色である。 
 結果、紫・茶色を除く7色のうちのどれかで着
色することにした。最終的には、ピンク・緑・赤・
空色を着色した案を提出した。次に、着色した案
を3つ示す。（図18～図20）なお、これまでの案
とは違い、表紙の下方の感じが変わっている。こ
れは、不透明度を 100％のままに、描画モードを
「オーバーレイ」に指定したためである。 
図18 
図19 
図20 
 
この3つの案に加えて、筆者としては参考のつ
もりで、装画全体を覆ったもの1つ用意した（図
21）。 
以上、計4つの案を提出した。 
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図21 
 
5.8. 方向変更 
 後日、委託側から次のような趣旨の意見を知ら
された。 
 
●構成 
・空色の案に決定 
●テキスト 
・安定感がほしい 
・インパクトがほしい 
・発行元はもっと小さくていい 
●色 
・緑 
・おいしそうに見えるように 
 
 以上の意見を考慮し作成した案を次に示す（図
22）。 
図22 
 
まず、空色の案の配色を緑色に変更した。 
 次に、テキスト（タイトル・著者・発行所）の
配置を中央に変更した。そして、先述の意見を考
慮し、発行所のフォントサイズを9pt小さく変更
した。これで、「安定感」を得られ、「インパクト」
も得られるだろうと期待した。 
 以上の変更後、表紙左上の部分が暗く淀んで見
えるようになった。一方、対角の部分は変更前と
変わらず明るく見える。したがって、装画を右回
りへ180度回転した。 
 最後に、「おいしそうに見えるように」、色調を
調整した。このときの筆者は、メロンソーダを想
像していた。 
後日、次の趣旨の指示を受けた。「タイトルが目
立つように、枠または背景を塗りつぶしてはいか
がか。」数日後には入稿のため、早急に作成する必
要があった。 
 まず、タイトルの背景に相当する部分を着色し
た円で塗りつぶしてみた。確かに、タイトルは目
立つようになった。ただし、「タイトルを目立たせ
るために後付けしたのだろう。」と思われても仕方
がないものに見えた。 
 次に、枠を付けてみた。これが良いのか悪いの
か判断がつかなかったが、少なくとも後付けした
ようには比較的見えなかったため、枠を付けタイ
トルを目立たせる方向で作成を進めることにした。 
 いくつか試作品を作成し、比較し、「何か納得し
きれない感じ」があれば除外した。この過程を繰
り返し、徐々に候補を絞った。最終的には、次の
案を残した（図23）。初めに試作したものである。 
図23 
 
 これを提出しようと思ったが、まだ「何か納得
しきれない感じ」があった。今回の提出で最後だ
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と予想されたため、残り時間で出来るところまで
何度も作成し直した。そして、作成した2つの案
を提出した（図24・図25）。 
図24 
図25 
 
最終的に採用された案は、図25の案であった。 
 
6. おわりに 
本稿では、受託から入稿までの作成過程につい
て、図を示しながら、ひとつひとつ順番に述べて
きた。 
受託してからは、装丁のことばかり考えて、熱
中して作成を進める。何か素材はないか、何か使
えないか、何か方法はないかと悶々と考える。あ
る物を見てある動画・静止画が連想されたり、あ
る言葉が連想されたりする。脈略もなく連想され
る。要するに、関心を持った対象のことで頭の中
が飽和状態になる。したがって、何を見ても、そ
のことへ考えが及ぶのである。 
考えて、試作して、また考えて、と試行錯誤す
るうちに、ようやく「これは良いかもしれない。」
と感じるものが見えてくる。このような試行錯誤
そのものが、筆者には「楽しい」と感じる。した
がって、受託から入稿までの作成過程において、
筆者は常に楽しかったのである。本稿を読んで創
作に興味を持ったならば、試しに何か作成してみ
てはいかがだろうか。試すという行為は、楽しみ
を見つけることなのである。 
 
脚注 
 
[1] 余談だが、入稿後に装画を色々に加工してみると、レ
イヤーを追加しなくても、「レベル調整」によって少ない手
数で望み通りの装画に出来ることがわかった。「シャドウ・
ハイライト」「トーンカーブ」「レベル調整」によって色調
がどのように調整されるのか。それぞれの違いは何か。興
味のある方は、適当なデータをサンプルとして試していた
だきたい。 
[2]『カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット ガイド
ブック』, 第２版, カラーユニバーサルデザイン推奨配色セ
ット制作委員会, 2018年. 
[3]同上, p1. 
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